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【手続補正書】
【提出日】平成26年11月6日(2014.11.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　異なる視点から撮影した複数の視点画像を符号化する画像符号化装置であって、
　前記複数の視点画像の視差値を算出するためのパラメータに対応する情報を符号化する
情報符号化部と、
　前記複数の視点画像に対応する少なくとも１つ以上の奥行き画像と前記情報に基づいて
視差情報を生成する視差情報生成部と、
　符号化を行う視点画像に関して、異なる視点画像に対する予測ベクトルを、符号化対象
ブロックに隣接する周辺ブロックの視差ベクトルに基づいて生成し、該予測ベクトルを用
いて視点間予測符号化方式によって符号化を行う画像符号化部とを備え、
　前記画像符号化部は、前記周辺ブロックにおいて、符号化対象ブロックの予測ベクトル
生成に必要な情報が得られないブロックに対して、前記視差情報に基づいて視差ベクトル
を決定することを特徴とする画像符号化装置。
【請求項２】
　前記奥行き画像を符号化する奥行き画像符号化部を更に備えることを特徴とする、請求
項１に記載の画像符号化装置。
【請求項３】
　異なる視点から撮影した複数の視点画像を復号する画像復号装置であって、
　前記複数の視点画像の視差値を算出するためのパラメータに対応する情報を復号する情
報復号部と、
　前記複数の視点画像に対応する少なくとも１つ以上の奥行き画像と前記情報に基づいて
、視差情報を生成する視差情報生成部と、
　復号する視点画像に関して、異なる視点画像に対する予測ベクトルを、復号対象ブロッ
クに隣接する周辺ブロックの視差ベクトルに基づいて生成し、該予測ベクトルを用いて視
点間予測復号方式によって復号を行う画像復号部と、を備え、
　前記画像復号部は、前記周辺ブロックにおいて、復号対象ブロックの予測ベクトル生成
に必要な情報が得られないブロックに対して、前記視差情報に基づいて視差ベクトルを決
定することを特徴とする画像復号装置。
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【請求項４】
　前記奥行き画像は符号化されており、
　前記画像復号装置は、前記奥行き画像を復号する奥行き画像復号部を更に備えることを
特徴とする、請求項３に記載の画像復号装置。
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